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平成28年度　一般会計収支決算
（単位　円）

収　　入 金　　額 支　　出 金　　額

会 費 10,095,200 事 務 費 7,784,484 

県 補 助 金 1,560,000 会 議 費 373,250 

助 成 金 1,514,400 事 業 費 4,399,653 

寄 付 金 309,938 特別事業費 617,950 

繰 入 金 0 負 担 金 329,624 

諸 収 入 金 271,308 諸 支 出 金 0 

前期繰越金 418,923 次期繰越金 664,808 

計 14,169,769 計 14,169,769 

平成28年度
社会参加推進センター会計収支決算

（単位　円）

収　　入 金　　額 支　　出 金　　額

委 託 金 15,194,000 事 務 費 9,503,026 

諸 収 入 金 26 会 議 費 75,000 

一般事業費 5,616,000 

計 15,194,026 計 15,194,026 

　

去
る
６
月
22
日（
木
）、愛
知
県

白
壁
庁
舎
に
お
い
て
、定
時
総
会
を

開
催
し
、平
成
28
年
度
決
算
案
及

び
、事
業
報
告
案
等
が
審
議
の
う

え
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、愛
知
県
健
康
福
祉

部
障
害
福
祉
課
の
植
羅
課
長
を
お

招
き
し
、次
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
平
成
29
年
度
定
時
総
会
が
、盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

加
賀
会
長
を
始
め
、愛
身
連
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、点
訳・

朗
読
奉
仕
員
の
方
々
の
養
成
や
、障

害
者
１
１
０
番
事
業
の
実
施
な
ど
、

日
頃
か
ら
本
県
の
障
害
者
福
祉
の

推
進
に
格
別
の
御
支
援
、御
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
の
12
月
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
第
16
回
全
国
障
害
者
芸

術・文
化
祭
あ
い
ち
大
会
の
運
営
に

多
大
な
る
御
協
力
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、平
成
26
年
度
か
ら
開
催
し

て
お
り
ま
す
障
害
者
ア
ー
ト
展
あ

い
ち
ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト
展
の
運
営

に
も
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、愛
知
県
で
は
、昨
年
の
４

月
に『
愛
知
県
障
害
者
差
別
解
消

推
進
条
例
』を
全
面
施
行
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、10
月
に
は
、手
話

に
加
え
、障
害
の
あ
る
方
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
手
段
全
般
を
対
象
と
す

る『
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
害

の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

条
例
』を
施
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
条
例
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
、全
て
の
県
民
が
、お
互
い
の
理
解

を
深
め
、協
力
し
な
が
ら
共
に
生
活

で
き
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、条
例
の
理
念
を
踏
ま
え
て
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、県
で
は
、現
在
、第
４
期

の
愛
知
県
障
害
福
祉
計
画
に
基
づ

き
、福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
の
地
域
生
活
への
移
行
や
、福
祉

事
業
所
の
利
用
か
ら
一
般
就
労
へ
の

移
行
な
ど
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、今
年
度
、第
５
期
と
な
る
県

の
障
害
福
祉
計
画
を
定
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
、障
害
の
あ

る
方
々
に
対
す
る
支
援
体
制
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
、障
害
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
、今
後
も
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
御
支
援・御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
議
事
は
、議
長
と
し
て
選

出
さ
れ
た
平
野
支
部
長（
刈
谷
市
）

が
進
行
を
務
め
、次
の
議
案
を
審

議
し
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

第
一号
議
案

<

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告>

　

※
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
掲
載
中

第
二
号
議
案

<

平
成
二
十
八
年
度
一般
会
計
収
入

支
出
決
算>

　

※
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
掲
載
中

第
三
号
議
案

<

平
成
二
十
八
年
度
障
害
者
社
会

参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
収

入
支
出
決
算>

　

※
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
掲
載
中

第
四
号
議
案

<

平
成
二
十
八
年
度
運
用
基
金
特

別
会
計
収
入
支
出
決
算>

第
五
号
議
案

<

平
成
二
十
八
年
度
職
員
退
職
引

当
金
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算>

第
六
号
議
案

<

平
成
二
十
八
年
度
第
20
回
日
身

連
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
相

談
員
研
修
会
特
別
会
計
収
入
支
出

決
算>

第
七
号
議
案

<

役
員
の
選
任
の
決
議>

（
※
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、新
し
い
理
事

及
び
監
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
総
会
後
、理
事
会
に
お
い
て
会

長・副
会
長・常
務
理
事
を
選
定

し
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
役
員
の
選
任
】

会　

長　

加
賀
時
男（
岡
崎
市
）

副
会
長　

鷹
羽
純
也（
稲
沢
市
）

副
会
長　

黒
江
幸
子（
東
海
市
）

副
会
長　

原　

哲
士（
北
設
楽
郡
）

常
務
理
事　

永
田
耕
二

理　

事　

黒
田
孝
志（
犬
山
市
）

理　

事　

関
戸
八
郎（
岩
倉
市
）

理　

事　

太
田
雅
美（
あ
ま
市
）

理　

事　

近
藤　
二（
豊
明
市
）

理　

事　

金
田
紀
代
子（

長
久
手
市
）

理　

事　

梅
田
幸
重（
豊
田
市
）

理　

事　

都
築
文
明（
安
城
市
）

理　

事　

大
髙
博
嗣（
豊
川
市
）

理　

事　

神
田
元
治（
蒲
郡
市
）

理　

事　

荒
川
修
吉（
新
城
市
）

監　

事　

加
藤
清
子（
瀬
戸
市
）

監　

事　

平
野
健
司（
刈
谷
市
）

平
成
二
十
八
年
度
決
算 

六
月
定
時
総
会
で
承
認

　

５
月
25
日（
木
）、愛
知
県
身
体

障
害
者
相
談
員
協
議
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ご
多
忙
の
中
、
愛
知

県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
の

立
花
主
幹
に
お
こ
し
い
た
だ
き
、

「
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

県
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
が
、
障
害
の
あ
る
方
に
安

心
し
て
地
域
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
身
近
な
相
談
支

援
が
重
要
で
す
。
相
談
員
の
皆
様

に
は
、
当
事
者
や
家
族
の
目
線
に

立
っ
た
相
談
支
援
や
、
自
ら
の
経

験
を
踏
ま
え
た
活
動
を
お
願
い
し

て
お
り
、
そ
の
役
割
は
今
後
一
層

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。」
と
、

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、次
の
議
案
を
審
議
し
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一号
議
案
】

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告

◆
第
17
回
相
談
員
研
修
会

（
当
協
議
会
主
催
）

　

平
成
29
年
２
月
５
日（
日
）～
６
日

（
月
）、「
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
三
ヶ
根
」

で
開
催
し
、延
58
名
が
出
席
。

◆
第
20
回
日
身
連
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

（
日
身
連・愛
身
連
主
催
）

　

10
月
11
日（
火
）～
12
日（
水
）

　

愛
知
県
豊
橋
市
に
あ
る「
ホ
テ
ル

シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
」で
開
催
し
、

中
部
ブ
ロッ
ク
各
県
市
か
ら
２
日
間

で
延
２
１
６
名
が
出
席
。内
愛
知

県
か
ら
延
69
名
が
出
席
。

◆
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

（
愛
知
県
主
催
）

　

10
月
28
日（
金
）、愛
知
県
西
三

河
総
合
庁
舎
で
開
催
し
、59
名
が

出
席
。

【
第
二
号
議
案
】

　

平
成
28
年
度
収
支
決
算

【
第
三
号
議
案
】

平
成
29
年
度
運
営
方
針・事
業

計
画

◇
相
談
員
学
習
会（

当
協
議
会
主
催
）

　
５
月
25
日（
木
）総
会
後
開
催

◇
第
18
回
相
談
員
研
修
会

（
当
協
議
会
主
催
）

　

平
成
30
年
２
月
４
日（
日
）

～
５
日（
月
）

（
南
尾
張
地
区
開
催
）

◇
第
21
回
日
身
連
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

（
石
川
県
主
催
）

　

10
月
11
日（
水
）～
12
日（
木
）

◇
身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

（
愛
知
県
主
催
）

　

11
月
６
日（
月
）

【
第
四
号
議
案
】

　

平
成
29
年
度
収
支
予
算

　

総
会
後
、
１
時
間
程
度
の
「
学

習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
総
会
に
参
加
さ
れ
た
相
談

員
の
方
を
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
「
身
近
に
感
じ
る
障
害
者
差
別

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
討
議
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
区
の
相

談
員
の
方
と
話
す
こ
と
で
、
今
ま

で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
気
が
つ
い
た
こ
と
、
学
ぶ
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
学
習
会
で
学
ん

だ
こ
と
が
今
後
の
相
談
活
動
に
、

少
し
で
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
ま
す
。

白
壁
庁
舎
に
て

身
体
障
害
者
相
談
員
協
議
会

総
会
・
学
習
会
　
開
催

052-912-3946

賞品
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る
。障
害
者
差
別
解
消
法
を
全
国

に
根
づ
か
せ
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
、

私
た
ち
障
害
者
団
体
の
役
割
の一つ

と
再
確
認
し
、明
日
の
活
動
に
つ
な

げ
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

　

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

に
結
集
す
る
私
た
ち
障
害
の
あ
る

者
は
、障
害
者
権
利
条
約
の
も
と
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０

行
動
計
画
」が
障
害
者
施
策
に
実

行
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
、全
国
の
会

員
な
ら
び
に
加
盟
団
体
と
強
く
連

携
し
、一
致
団
結
し
て
行
動
す
る
こ

と
を
誓
い
、こ
こ
に
宣
言
す
る
。

【
大
会
決
議
】

一
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

を
図
ろ
う

一
、
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
の
考
え

方
を
全
国
に
広
げ
よ
う

一
、
障
害
者
差
別
を
禁
止
す
る
条

例
を
全
国
に
制
定
さ
せ
よ
う

一
、
地
域
の
相
談
支
援
体
制
に
身

体
障
害
者
相
談
員
を
活
用
さ
せ

よ
う

一
、
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
組
織
の
活
性
化
を
図
ろ
う

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
０
行
動
計
画
の
完
全
実

施
を
求
め
よ
う

○
災
害
時
の
障
害
者
支
援
体
制
を

確
立
さ
せ
よ
う

　

来
年
は
、
平
成
30
年
６
月
14
日

（
木
）、
群
馬
県
の
高
崎
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
予
定
で
す
。

　

５
月
28
日（
日
）、
一
般
財
団
法

人　

城
西
福
祉
会
に
お
い
て
「
第

９
回
身
体
障
害
者
安
全
運
転
競
技

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
時
か
ら
の
開
会
式
で
は
、
柴

田
理
事
長
か
ら
「
皆
さ
ん
が
免
許

証
を
取
っ
た
頃
よ
り
、
法
律
が
変

わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
場
で
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
楽
し
み
な

が
ら
安
全
運
転
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
で
大
会
を
開
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

く
つ
も
り
で
す
の
で
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
50
問
の
交
通
知
識
の

設
問
に
○
×
で
答
え
る
学
科
テ
ス

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

休
憩
の
後
、
北
警
察
署
の
交
通

課
長
か
ら
「
高
齢
に
な
る
と
、
耳

が
聞
こ
え
に
く
い
、
視
野
が
狭
く

な
る
な
ど
、
車
の
接
近
に
気
が
つ

き
に
く
く
な
り
、
事
故
に
遭
い
や

す
く
な
り
ま
す
。
運
転
手
の
方

は
、
交
差
点
や
狭
い
道
路
か
ら
広

い
道
路
に
出
る
時
、
夜
間
の
運
転

な
ど
に
気
を
つ
け
て
運
転
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。」
と
の
お

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
実
技
の
テ
ス
ト
を
行
い

ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
技
術
面

と
安
全
運
転
が
出
来
る
か
で
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
８
の
字
走

行
、
軌
跡
板
を
決
ま
っ
た
タ
イ
ヤ

で
踏
む
と
い
う
コ
ー
ス
に
苦
戦
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
度
、
大
会
に
参
加
さ
れ
た
方

は
「
次
回
も
ぜ
ひ
出
た
い
」
と
い

う
お
話
し
を
さ
れ
ま
す
。
交
通
安

全
を
再
度
確
認
す
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

第
10
回
大
会
は
10
月
22
日（
日
）

に
行
わ
れ
ま
す
。

城
西
福
祉
会
に
て

第
９
回
身
体
障
害
者

安
全
運
転
競
技
大
会
開
催

　

８
月
19
日（
土
）～
20
日（
日
）、一

宮
市
に
あ
る「
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
」で
、第
51
回
愛
知

県
身
体
障
害
者
作
品
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
の
開
会
式
に

は
、
中
野
一
宮
市
長
、
末
松
一
宮

市
議
会
議
長
、
河
村
一
宮
市
社
会

福
祉
協
議
会
長
に
ご
出
席
し
て
い

た
だ
き
、祝
辞
の
後
、テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

書
道
、絵
画
、写
真
、手
芸
、工

芸
、陶
芸
・そ
の
他
の
部
門
の
他
に

「
一
宮
っ
子
の
会
」、「
の
の
は
な
太

鼓
」の
方
に
も
出
展
を
し
て
も
ら

い
、１
６
７
点
余
り
の
素
晴
ら
し
い

作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

書
道
で
は
、
魂
の
こ
も
っ
た
迫

力
の
あ
る
字
が
並
び
、
絵
画
は
美

術
館
で
作
品
を
見
て
い
る
か
の
よ

う
に
見
入
っ
て
し
ま
う
作
品
が
飾

ら
れ
ま
し
た
。

　

写
真
で
は
、
絵
葉
書
の
よ
う
に

幻
想
的
な
も
の
か
ら
、
撮
影
し
た

場
所
に
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
る

も
の
ま
で
、
作
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
作

品
が
並
び
ま
し
た
。

　

作
品
展
の
中
で
一
番
多
く
出
品

し
て
い
た
だ
い
た
手
芸
や
工
芸
の

作
品
は
、
細
か
な
作
業
や
手
先
を

多
く
使
う
も
の
、
ま
た
、
陶
芸
・

そ
の
他
で
は
、
集
中
し
て
制
作
し

た
の
だ
ろ
う
と
感
じ
る
作
品
が
並

び
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
障
害
は

違
っ
て
も
、
一
生
懸
命
作
品
を
制

作
し
た
気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
作
品

展
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
障
害
者

の
就
労
を
応
援
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
一
宮
市
の
障
害
者
授
産
施
設

で
作
ら
れ
た
品
物
が
展
示
、
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
開
催

に
あ
た
り
多
く
の
支
援
を
し
て
い

た
だ
い
た
一
宮
市
、
一
宮
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

12
月
、
日
進
市
で
開
催
！

　

昨
年
度
か
ら
「
愛
身
連
機
能
強

化
等
に
向
け
た
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
た

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
愛
知
県
内

各
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
各
市
町
村
身
障
会
が
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
施
設
（
憩
い
の

場
）
、
ス
ー
パ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
、
駅
前
等
で
の
ぼ
り
旗
を
立

て
、
多
く
の
方
に
啓
発
用
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
広
報

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
週
間
と
は
、
国
民
の
間

に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、
文

化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
従

来
の
「
障
害
者
の
日
」（
12
月
９

日
）
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
障
害
者
週
間
」
の
期
間
は
、

毎
年
12
月
３
日
か
ら
12
月
９
日
ま

で
の
１
週
間
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
広
報
啓
発
に

向
け
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、障
害
者
週

間
前
後
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
ご
理
解
を

～
障
害
者
週
間
～

＝
力
作
１
６
７
点
＝

第
51
回
愛
知
県
身
体
障
害
者

作
品
展
開
催

　

第
57
回
愛
知
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
を
12
月
３
日（
日
）に
日
進

市
に
あ
る
日
進
市
民
会
館
で
開
催

し
ま
す
。

　

福
祉
大
会
で
は
、
愛
知
県
知

事
、
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

長
、
愛
知
県
身
体
障
害
者
福
祉
団

体
連
合
会
長
か
ら
、
身
体
障
害
を

克
服
し
て
自
立
更
生
さ
れ
て
い
る

方
、
人
目
に
つ
か
な
い
分
野
等
で

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
尽
く

さ
れ
た
方
に
、
そ
の
功
績
を
称
え

表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
部
で
は
、
障
害
者

自
ら
が
直
面
す
る
諸
問
題
の
解
決

に
向
け
た
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
決
議
さ
れ
た
協
議
題

に
つ
い
て
は
、
大
会
終
了
後
、
関

係
機
関
に
陳
情
を
行
い
ま
す
。

　

大
会
開
始
は
午
前
10
時
、受
付

は
午
前
９
時
15
分
か
ら
。多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
昭
和
村
（
岐
阜
県
）
で

ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
!

　

７
月
７
日（
金
）と
17
日（
月
・

祝
）の
２
回
、
岐
阜
県
美
濃
加
茂

市
に
あ
り
ま
す
「
日
本
昭
和
村
」

で
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

７
日
は
東
三
河
地
区
の
方
を
対

象
に
、
17
日
は
尾
張
地
区
、
西
三

河
地
区
の
方
を
対
象
に
行
い
ま
し

た
。
両
日
と
も
、
と
て
も
暑
い
中

で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
懐
か
し
い

昭
和
の
町
並
み
を
歩
き
、
花
を
見

た
り
、
里
山
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
で

足
を
延
ば
し
た
り
し
て
園
内
を
各

自
の
ペ
ー
ス
で
散
策
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
参
加
者
全
員
で

「
墨
流
し
染
め
体
験
」（
７
日
参

加
者
）
と
「
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
体
験
」（
17
日
参
加
者
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

墨
流
し
染
め
体
験
で
は
、
水
の

中
に
染
料
を
浮
か
し
、
そ
っ
と
混

ぜ
て
模
様
を
作
り
、
大
き
な
ハ
ン

カ
チ
で
す
く
い
上
げ
る
と
、
素
敵

な
染
物
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
体
験

で
は
、
キ
ュ
ー
ブ
型
の
ロ
ウ
を

使
っ
て
香
り
つ
き
の
キ
ャ
ン
ド
ル

を
作
り
ま
し
た
。
最
後
に
ハ
ー
ト

型
や
星
型
な
ど
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を

の
せ
て
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
体
験
も
参
加
者
の
方

の
個
性
が
出
て
い
る
素
敵
な
作
品

が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
作

品
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
大

会
終
了
後
、
記
念
と
し
て
お
渡
し

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
に
も

各
地
区
か
ら
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
方

（
２
名
）と
要
約
筆
記
者
の
方（
２

名
）へ
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

去
る
５
月
31
日（
水
）岐
阜
メ
モ

リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー・で
愛
ド
ー
ム
に
お

い
て
、第
62
回
日
本
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
ぎ
ふ
清
流
大
会
が
開
催
さ

れ
、全
国
各
地
か
ら
約
２
、５
０
０

名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
、
愛
知
県
か
ら
は
同
じ

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
と
い
う
こ
と

で
、
各
支
部
か
ら
約
１
７
０
名
を

越
す
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
第
一
部
式
典
で
は
、
障

害
者
福
祉
の
向
上
に
永
年
寄
与
さ

れ
た
方
々
の
功
績
を
称
え
、
55
名

の
方
々
が
日
身
連
会
長
表
彰
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
か
ら
は
小
牧
市
身
体
障

が
い
者
福
祉
協
会
前
会
長
の
小
川

隆
雄
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
川
氏
は
、
地
元
小
牧
市
身
障

会
の
会
長
を
16
年
、
愛
身
連
の
副

会
長
を
２
年
務
め
ら
れ
、
そ
の
功

績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
議
事
で
は
議
長
と
し
て

愛
身
連
の
加
賀
会
長
（
日
身
連
副

会
長
）
の
進
行
の
も
と
、
大
会
宣

言
及
び
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

【
大
会
宣
言
】

　

障
害
に
対
す
る
理
解
促
進
が
一

層
求
め
ら
れ
る
な
か
、こ
こ
岐
阜
県

に
お
い
て
、全
国
か
ら
参
加
し
た
多

く
の
仲
間
と
と
も
に
、第
62
回
日
本

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
を
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

は
、障
害
者
権
利
条
約
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
も
あ
る「
私
た
ち
抜
き
に
私
た

ち
の
こ
と
を
決
め
な
い
で
」を
掲
げ
、

同
条
約
が
反
映
さ
れ
た
国
内
法
整

備
の
実
現
を
め
ざ
し
、日
身
連
加
盟

団
体
な
ら
び
に
障
害
関
係
団
体
と

強
く
連
携
し
、活
動
に
邁
進
し
て

き
た
。こ
う
し
た
活
動
が
実
を
結

び
、本
年
２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０

行
動
計
画
」の
作
成
に
い
た
っ
た
と

理
解
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
め
ざ
す
共
生
社
会

は
、す
べ
て
の
人
の
人
権
と
尊
厳
が

守
ら
れ
、自
己
選
択
、自
己
決
定
に

よ
る
自
立
し
た
暮
ら
し
の
実
現
と
、

障
害
に
対
す
る
社
会
的
障
壁
が
取

り
の
ぞ
か
れ
た
社
会
で
あ
る
。そ
し

て
、何
よ
り
も
平
時
は
も
と
よ
り
災

害
や
非
常
時
に
お
い
て
、何
ら
不
安

な
く
生
活
が
営
め
る
地
域
社
会
で

あ
る
。

　

日
本
の
ど
こ
に
お
い
て
も
、障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
と
合

理
的
配
慮
の
提
供
が
、当
た
り
前
の

こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、定
着

さ
せ
る
こ
と
が
、喫
緊
の
課
題
で
あ

日
身
連
全
国
大
会

ぎ
ふ
清
流
大
会
盛
会
に
終
わ
る


